



















































































































































明治 22 年初頭に前節の「小説論」によって評論活動を開始した森だが、同年 5 月に書かれ國民之


































































































































































































































































1 木村一氏の国際哲学研究センター研究会での口頭発表「訳語「自然」の定着と一般化」（2016 年 10 月 12
日）における教示による。 
2 神田孝夫『比較文学論攷：鴎外・漢詩・西洋化』（2001 年 12 月、神田孝夫遺稿集刊行会編、以下、神田
2001 と略記）、5 頁参照。Gottshall の著書„Litetrarische Todtenklänge und Lebensfragen“ 1885,Berlin, の
“Studien”（諸論考）と題された後半部の第一論文 Der naturalistische und photographische Roman in Frankreich
“（フランスにおける自然主義的小説と写真主義的小説）が参照あるいは部分的に翻訳引用されている。
なおゴットシャルの原テキストとのより詳細な対比は、小堀桂一郎『若き日の森鴎外』（1969 年 10 月、
東京大学出版会、以下、小堀 1969 と略記）379 頁以下でなされている。 
3 神田 2001、5～16 頁参照。 
4 神田 2001、8~9 頁。 
5 『森鴎外全集 第三八巻』岩波書店、452 頁。以下『全集・・・巻』と略記。 
6 『全集 第三十八巻』452 頁。 
7 小堀 1969、377 頁。 
8 『全集 第三十八巻』458～463 頁。 
9 『全集 第二十二巻』9~14 頁。 
10 小倉斉「「文学と自然」論争における鴎外――「『文学ト自然』ヲ読ム」の残した問題――」（愛知淑徳短







11 『全集 第三十八巻』458 頁。 
12 『全集 第二十二巻』10 頁。 
13 『全集 第二十二巻』10 頁。 
14 『全集 第三十八巻』459 頁。 
15 Rudolf von Gottshall “Poetik Die Dichtkunst und ihre Technik” (『詩学 詩芸術とその技巧』) Dresden,1882, 2
頁冒頭、この部分はこの著の冒頭文。神田 2001 の 20 頁、小堀 1969 の 393 頁にも引用されている。 
16 巌本「国民之友第五十号に於ける『文学と自然』を読む、を謹読す」参照。 
17 『全集 第二十二巻』13 頁。 
18 『全集 第三十八巻』643 頁。 
19 小堀 1969、387 頁以下参照。 
20 小堀 1969、448 頁以下参照。 
21 Kant “Kritik der Urteilskraft” PHB 版、 S.159 
22 同上、S.160 
23 同上、S.168 
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